
曜日 曜日
月 月

1日～７日 春季休業 　 　
1日 新入生オリエンテーション
2日 新入生履修相談会   
3日 ＴＯＥＩＣ－ＩＰテスト
8日 入学式，新入生オリエンテーション 11日 体育の日
9日 授業開始

  22日 開学記念日
注：休業日であるが授業を行う。

29日～5月5日 特別休業
29日 昭和の日

注：４月３０日は休業日であるが授業を行う。

3日 憲法記念日 3日 文化の日
4日 みどりの日
5日 こどもの日

19日 午前：臨時休講
　 午後：臨時休業（大学祭準備）

22日 臨時休業
23日 勤労感謝の日(大学祭後片付け）

　 　
  

23日 天皇誕生日
　 　

25日～1月7日 冬季休業

　 　
　 　

　 1日 元旦
  

7日 授業実施日とする。
10日 成人の日

*　11日 は月曜日の授業を行う。
14日 センター試験実施に伴う

月 19日 海の日 月 臨時休講
*　23日 は月曜日の授業を行う。 15日・16日 大学入試ｾﾝﾀｰ試験

  　

　 　 　 　

　 　

  　 　
1日～9月30日 夏季休業 　 　

16日～17日 補講日
6日～7日 オープンキャンパス 11日 建国記念の日

9日～11日 補講日 16日～3月31日 臨時休講
12日・13日･16日 夏季一斉休業 　 　

　 　 25日・26日 一般入試（前期日程）
　 　 　

　 　

20日 敬老の日
21日 春分の日

23日 秋分の日 25日 卒業式
  　 　
  

 7月23日を含む 1月11日を含む

は休業日及び臨時休講を示す。
　

平成２２年度　　環境理工学部授業日程計画

前　　　　　　期 後　　　　　　期

日 月 火 水 木 金 土 備　　　　　　考 日 月 火 水 木 金 土 備　　　　　　考

4 月

　 　 1 2

4 5 6 7 8 9 5 6 7 8 9

 1 2 3

10 月

　

10 3 4

17

　

13 14 15 16

18 19 20 21 22 23 24 17 18 19 20 21 22 23

11 12 13 14 15 16 10 11 12

25 26 27 28 29 30

31

25 26 27 28 29 30 24

5 月

1

11

3 4

7 8 9 10 11

5

16 17 18 19 20 21 22 22 23 24 25 26

6
　

2 3 4 5 6 7 8 12 13
【20日～22日　　大学祭】

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18
月

 1 2

21

19 20
 

27

23 24 25 26 27 28 29 28 29 30

30 31

6 月

 1 2 3 4 5

5

12

19

  1 2 3 4

6 7 8 9 10 11 6 7 8 9 10 11

13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18

20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25

27 28 29 30 26 27 28 29 30

12 月

12

31

7

 

18 19 20 21

1 2 3

124

　

22 23

 1

4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8

11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29 30 31 23 24 25 26 27 28 29

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

8 月 2

2 3

7 8 9 10

4 5

1 2 3 4 5 6 7 6 11 12

8 【9】 【10】 【11】 12 13 14 13 14 15 【16】 【17】 18 19

15 16 17 18 19 20 21 20 21 22 23 24
月

1/30 1/31 1

25 26

22 23 24 25 26 27 28 27 28

29 30 31

9 月

 1 2 3 4

3 月

11 6

1 2 3 4 5

19 20 21 22 23 24 25 20 21

臨時休講

5 6 7 8 9 10 7 8 9 10 11 12

12 13 14 15 16 17 18 13 14 15 16 17 18 19 12日 一般入試（後期日程）

24 25 26

26 27 28 29 30 27 28 29 30

注：８月２日-５日は休業日であるが授業を行う。　

は月曜日の授業を行う日を示す。

16 授業週数（含試験）授業週数（含試験） 16 16後期計 16 16

31

前期計 16 16 16 16 16

22 23



Ⅱ 履修等に関すること 

 

１ 岡山大学環境理工学部履修細則 

 （趣 旨） 

第１条 この細則は，岡山大学環境理工学部規程（平成１６年岡大環第１号）第９条及び第２０条の規定に基づき，岡山

大学環境理工学部における授業科目及び単位数並びに卒業の要件に関し，必要な事項を定めるものとする。 

 （教養教育科目及び専門教育科目） 

第２条 教養教育科目及び専門教育科目の授業科目，単位数及び履修方法は，別表に定める学科カリキュラムのとおりと

する。 ただし，教養教育科目は，学年の始めに岡山大学教育開発センター長が公示する授業科目とする。 

 （卒業論文履修資格） 

第３条 卒業論文（環境数理学科においては情報課題研究を含む。）を履修できる者は，３年以上在学し，次の表に定め
る要件を満たした者とする。 

 

学    科 要              件 
環 境 数 理 学 科 

 

 次の各単位を修得した者 
 １．卒業要件として認められる単位     １００単位以上 
 ２．教養教育科目              ２４単位以上 
   （外国語科目１０単位以上含む） 
３．必修の専門教育科目            ３３単位以上 

環境デザイン工学科  次の各単位を修得した者 
 １．卒業要件として認められる単位      １００単位以上 

 ２．必修の教養教育科目 
     教養教育科目の英語 
   （基礎英語及び上級英語を除く） 
    必修の専門教育科目 

３９単位以上 

環 境 管 理 工 学 科  次の各単位を修得した者 
 １．卒業要件として認められる単位      １００単位以上 
 ２．必修の教養教育科目 
    必修の専門教育科目 

５６単位以上 

環 境 物 質 工 学 科 

 

 次の各単位を修得した者 
 １．卒業要件として認められる単位      １０２単位以上 
 ２．教養教育科目の外国語科目              ８単位以上 
 ３．必修の専門教育科目（必修実験を含む）   ４１単位以上 

  

（専門基礎科目） 

第４条 専門基礎科目は学部共通の授業科目とする。学部が開講する専門基礎科目は，第２条別表に定める学科カリキュ

ラムにかかわらず，履修することができる。 

２ 学科の定める卒業要件単位数以上修得した専門基礎科目単位の取扱いは，次のとおりとする。 

  環境数理学科   ：卒業要件単位［自由科目］ 

  環境デザイン工学科：卒業要件外 

  環境管理工学科  ：卒業要件単位［選択科目］ 

  環境物質工学科  ：卒業要件外 

 （他学科及び他学部履修） 

第５条 他学科及び他学部履修により修得した単位は，各学科の定めるところにより選択科目又は自由科目とすることが

できる。 

   附 則 

１ この細則は，平成１６年４月１日より施行する。ただし，平成１５年度以前の入学者については，なお従前の例によ

る。 

２ 前項ただし書きの規定にかかわらず，第３条の表のうち環境デザイン工学科の欄の規定にあっては，平成１５年度入

学者から適用する。 



  附 則 

１ この細則は，平成１７年４月１日より施行する。ただし，平成１６年度以前の入学者については，なお従前の例によ

る。 

２ 前項ただし書きの規定にかかわらず，環境数理学科の平成１５年度及び平成１６年度入学者にあっては，第３条の表

の要件の欄中１．卒業要件として認められる単位及び４．必修の専門教育科目の単位数をそれぞれ９８単位以上及び２

４単位以上とする。 

附 則 

この細則は，平成１８年４月１日より施行する。ただし，平成１７年度以前の入学者については，なお従前の例

による。 

附 則 

この細則は，平成１９年４月１日より施行する。ただし，平成１８年度以前の入学者については，なお従前の例

による。 

附 則 

１ この細則は，平成２０年４月１日から施行する。 

２ ただし，第３条の表のうち環境デザイン工学科の欄の規定にあっては平成１９年度以前入学者については，なお，従

前の例による。 

３ 改正後の別表の規定にかかわらず，平成１９年度以前の入学者については，なお従前の例による。 

附 則 

この細則は，平成２１年４月１日より施行する。ただし，平成２０年度以前の入学者については，なお従前の例

による。 

附 則 

この細則は，平成２２年４月１日より施行する。ただし，平成２０年度以前の入学者については，なお従前の例

による。 



別 表 
学科カリキュラム 
 
■環境数理学科 

教養教育科目 

科 目 区 分 授 業 科 目 群 

開講セメスター 
学生に履修指導をする 
単位数及び履修要件 卒業

要件
単位

１
se

２
se

３
se

４
se

５
se

６ 
se 

７ 
se 

８ 
se 

必修
単位

選択 
必修 
単位 

履修要件 

ガイダンス科目 環境数理学概論 ○        ２   ２

主 

題 

科 

目 

現代の課題 「現代の課題」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

８以上

すべての主題グ
ループからそれ
ぞれ１授業科目
２単位以上を履
修 

２８

人間と社会 「人間と社会」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

健やかに生きる 「健やかに生きる」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

自然と技術 「自然と技術」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

個 

別 

科 

目 

人文・社会 

科   学 
人文・社会科学系科目 ○ ○ ○ ○     

 
２以上 ４単位まで 

自 然 科 学 自然科学系科目 ○ ○ ○ ○      ２以上
(数理系，統計学
系の科目を除く)

生命・保健 

科   学 

健康・スポーツ科学 ○ ○ ○ ○       ２単位まで 

スポーツ実習（Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ） ○ ○         １単位まで 

情 報 科 学            卒業要件単位外

外 

 

 

国 

 

 

語 

 

 

科 

 

 

目 

英   語 

英語（環境理工１）  ○       ２
 

８単位まで 英語（ネイティブ） ○        ２

英語（オラコン），英語（作文・文 

法），英語（読解），英語（検定） 
  ○ ○     

 
４ 

基礎英語           卒業要件単位外

上級英語 ○ ○ ○ ○      

４以上 ８単位まで 

英語特別演習（１，２）     ○ ○ ○ ○  

ド イ ツ 語 
ドイツ語初級 ○ ○        

ドイツ語中級   ○ ○      

フランス語 
フランス語初級 ○ ○        

フランス語中級   ○ ○      

中 国 語 
中国語初級 ○ ○        

中国語中級   ○ ○      

韓 国 語 
韓国語初級 ○ ○        

韓国語中級   ○ ○      

ロ シ ア 語 
ロシア語初級          

ロシア語中級          

スペイン語 
スペイン語初級          

スペイン語中級          

イタリア語 
イタリア語初級          

イタリア語中級          

日 本 語 日本語(Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ) ○ ○ ○ ○     

  留学生用 上記
の外国語科目に
代えて履修する
ことができる 

教養教育科目  計  ３０

(注）１ 科目区分「主題科目」の講義科目「学内自主演習」で修得した単位は，卒業要件として認められる単位に含まれ 
ないものとする。 
２ 「個別科目」の「自然科学」の中から，物理，化学を主たる内容とする科目（実験を除く）から必ず２単位以上 
取得すること。ただし専門基礎科目「現代の物理学」，「現代の化学」をもってこれに代えることができる。 



専門教育科目

卒業要件

単　　位

環境理工学入門 2 2 専門基礎
技術者倫理 2 2 科目及び
キャリア形成論 2 2 専門科目
線形代数Ⅰ 2 2 ９８単位
線形代数Ⅱ 2 2
線形代数Ⅱ演習 2 1
統計学Ⅰ  2 2
統計学Ⅱ  2 2
現代の物理学 2 2
基礎からの力学 2 2
現代の化学 2 2
環境と生物 ※ 2 2
環境生物学 ※ 2 2
気象と水象 2 2
環境と地理 2 2
地球と環境 2 2
循環型社会システム 2 2
水質学 2 2
エネルギーとエントロピー 2 2
環境と物質 2 2
環境と地盤 2 2
環境影響評価学 2 2
基礎地球科学 2 2
実践型水辺環境学及び演習Ⅰ 2 2
実践型水辺環境学及び演習Ⅱ 2 2
微分積分Ⅰ 2 2
微分積分Ⅰ演習 2 1
微分積分Ⅱ 2 2
微分積分Ⅱ演習 2 1
計算機リテラシ入門  2 2
離散数学入門  2 2
応用解析学Ａ  2 2
ベクトル解析  2 2
情報統計学    2 2

科　目 単　位

区　分
授業科目

２年次 ３年次 ４年次

配当年次及び
週授業時間数

専
門
基
礎
科
目

共
通

共通必修科目
４単位

基
礎
科
学
系
科
目

基礎科学系
必修科目
７単位
選択科目
２単位

環
境
科
学
系
科
目

環境科学系
選択科目
８単位
（※を２単位
以上含むこと）

必修科目
３７単位

履修要件
必修 選択 自由１年次

情報統計学
数理統計学Ⅰ  2 2
プログラミング言語 2 2
プログラミング言語演習 2 1
計算解析 2 2
グラフとアルゴリズム 2 2
環境数理学演習 4 2
卒業論文       10
情報課題研究        10
計算機操作入門 2 2 ２単位以上 選
計算機理論入門 2 2 択
線形代数Ⅲ 2 2 ８単位以上 科
代数学Ⅰ 2 2 目
代数学Ⅱ 2 2 30
幾何学基礎 2 2 単
幾何学要論 2 2 位
応用解析学Ｂ 2 2 以
フーリエ解析と偏微分方程式 2 2 上
確率論 2 2
力学系とモデリング 2 2
実験数理 2 2 ４単位以上
数値シミュレーションⅡ 2 2
計算統計学Ⅰ 2 2
数値シミュレーションⅠ 2 2
実験情報数理 2 2
計算統計学Ⅱ 2 2 ２単位以上
数理統計学Ⅱ 2 2
計量アナリシスⅠ 2 2
環境アナリシス 2 2 ４単位以上
環境情報モデル学 2 2
環境数理生物学 2 2
偏微分方程式とその応用 2 2
環境統計科学Ⅰ 2 2
環境統計科学Ⅱ 2 2
応用数理Ⅰ 2 2
応用数理Ⅱ 2 2
環境数理モデルＡ 2 2
環境数理モデルＢ 2 2
計量アナリシスⅡ 2 2
環境統計モデル 2 2
情報と職業 2 2
情報数理インターンシップ 2 2
情報化社会と技術(工学部開講) 2 2
計算機アーキテクチャⅠ（工学部開講） 2 2
土壌科学概論 2 2
植生管理学 2 2
廃棄物マネジメント 2 2

専
門
科
目

１科目選択必修

廃棄物 ネ メ ト 2 2
景観論Ⅰ 2 2
数値解析学 2 2
農村整備学 2 2
森林環境論 2 2
環境政策論 2 2
労働環境工学 2 2



■環境デザイン工学科 

教養教育科目 

科 目 区 分 授 業 科 目 群 

開講セメスター 
学生に履修指導をする 
単位数及び履修要件 卒業

要件
単位

１
se

２
se

３
se

４
se

５
se

６ 
se 

７ 
se 

８ 
se 

必修
単位

選択 
必修 
単位 

履修要件 

ガイダンス科目 環境デザイン工学概論 ○        ２   ２

主 

題 

科 

目 

現代の課題 「現代の課題」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

８ 

すべての主題グ
ループからそれ
ぞれ１授業科目
２単位以上を履
修 

３０

人間と社会 「人間と社会」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

健やかに生きる 「健やかに生きる」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

自然と技術 「自然と技術」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

個 

別 

科 

目 

人文・社会 

科   学 
人文・社会科学系科目 ○ ○ ○ ○     

 
 ６単位まで 

自 然 科 学 自然科学系科目 ○ ○ ○ ○      ４ ６単位まで 

生命・保健 

科   学 

健康・スポーツ科学 ○ ○ ○ ○       ２単位まで 

スポーツ実習（Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ） ○ ○         １単位まで 

情 報 科 学            卒業要件単位外

外 

 

 

国 

 

 

語 

 

 

科 

 

 

目 

英   語 

英語（環境理工２）  ○       ２
 

８単位まで 英語（ネイティブ） ○        ２

英語（オラコン），英語（作文・文 

法），英語（読解），英語（検定） 
  ○ ○      ４ 

基礎英語           卒業要件単位外

英語特別演習（１，２）           卒業要件単位外

上級英語 ○ ○ ○ ○      

４ ８単位まで 

ド イ ツ 語 
ドイツ語初級 ○ ○        

ドイツ語中級   ○ ○      

フランス語 
フランス語初級 ○ ○        

フランス語中級   ○ ○      

中 国 語 
中国語初級 ○ ○        

中国語中級   ○ ○      

韓 国 語 
韓国語初級 ○ ○        

韓国語中級   ○ ○      

ロ シ ア 語 
ロシア語初級          

ロシア語中級          

スペイン語 
スペイン語初級          

スペイン語中級          

イタリア語 
イタリア語初級          

イタリア語中級          

日 本 語 日本語(Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ) ○ ○ ○ ○     

  留学生用 上記
の外国語科目に
代えて履修する
ことができる 

教養教育科目  計  ３２

(注）科目区分「主題科目」の講義科目「学内自主演習」で修得した単位は，卒業要件として認められる単位に含まれ 
ないものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 



専門教育科目

卒業要件

選択 単　　位

必修

環境理工学入門 2 2
技術者倫理 2 2
キャリア形成論 2 2
情報処理入門 2 2
基礎からの力学 2 2
現代の物理学 2 2
線形代数Ⅰ 2 2
統計学Ⅰ 2 2

現代の化学 2 2
「現代の化学」，「環境生物学」，
「基礎地球科学」のうち１科目必修

線形代数Ⅱ 2 2
統計学Ⅱ 2 2

水質学 2 2 ８単位を含むこと
基礎地球科学 2 2
環境生物学 2 2
地球と環境 2 2
環境と地盤 2 2
気象と水象 2 2
エネルギーとエントロピー 2 2
循環型社会システム 2 2
実践型水辺環境学及び演習Ⅰ 2 2
実践型水辺環境学及び演習Ⅱ 2 2
環境影響評価学 2 2
環境と物質 2 2
変形体力学Ⅰ及び演習 4 3
測量学 2 2
測量学実習 3 1
情報処理及び演習 2 3
構造材料学 2 2
土質力学Ⅰ 2 2
水理学及び演習 4 3
廃棄物マネジメント 2 2
土質力学演習 2 1

科　目

授業科目

専
門
基
礎
科
目

共通

単　位

履修要件
区　分

必修 選択

配当年次及び
週授業時間数

１年次 ２年次 ３年次

共通科目 専門基礎科目
２８単位４単位

基
礎
科
学
系
科
目

基礎科学・環境科学系科目
２４単位

１科目必修

環境科学系科目

環
境
科
学
系
科
目

「現代の化学」，「環境生物学」，
「基礎地球科学」のうち１科目必修

必修科目 専門科目
６９単位３７単位

４年次

土質力学演習 2 1
外国書講読 2 2
大気環境学 2 2
都市・地域計画学 2 2
景観論Ⅰ 2 2
卒業論文※ 10
[選択科目]Ａ群
解析学 2 2
応用解析学Ａ 2 2
応用解析学Ｂ 2 2
数値解析学 2 2
[選択科目]Ｂ群
変形体力学Ⅱ 2 2
振動学 2 2
耐震防災工学 2 2
コンクリート構造設計学Ⅰ 2 2
コンクリート構造設計学Ⅱ 2 2
鋼構造設計学 2 2
[選択科目]Ｃ群
土質力学Ⅱ 2 2
地下水環境工学 2 2
地盤工学 2 2
地盤環境工学 2 2
[選択科目]Ｄ群
水理設計学及び演習 4 3
流域環境学 2 2
環境水理学 2 2
河川環境学 2 2
沿岸環境学 2 2
[選択科目]Ｅ群
上下水道学 2 2
水環境解析 2 2
生態毒性学 2 2
衛生薬学Ⅱ（薬学部開講） 2 2
[選択科目]Ｆ群
計画数理 2 2
交通計画学 2 2
景観論Ⅱ及び演習 4 3
環境計画学 2 2
計画学演習 2 1
［選択科目］実験系
土質試験法及び実験 2 1
材料試験法及び実験 2 1
水理計測法及び実験 2 1

専
門
科
目

Ａ群の選択必修科目
４単位

Ｂ群の選択科目
６単位

Ｃ群の選択科目
４単位

Ｄ群の選択科目
６単位

２単位

Ｆ群の選択科目
６単位

Ｅ群の選択科目
４単位

実験系の選択必修科目

水理計測法及び実験 2 1
水・環境質計測法及び実験 2 1
［選択科目］実習系
環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 1
選択科目Ａ群及び選択科目実験系は必ず履修し，選択科目Ｂ群～Ｆ群の５群のうち３群について「履修要件」を満たすこと。

※卒業論文の合否判定は，卒業論文の内容と別途実施する学力試験及び技術者倫理レポートの成績により行う。



 
 
■環境管理工学科 

教養教育科目 

科 目 区 分 授 業 科 目 群 

開講セメスター 
学生に履修指導をする 
単位数及び履修要件 卒業

要件
単位

１
se

２
se

３
se

４
se

５
se

６ 
se 

７ 
se 

８ 
se 

必修
単位

選択 
必修 
単位 

履修要件 

ガイダンス科目 環境管理工学概論 ○        ２   ２

主 

題 

科 

目 

現代の課題 「現代の課題」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

８ 

すべての主題グ
ループからそれ
ぞれ１授業科目
２単位以上を履
修 

３１

人間と社会 「人間と社会」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

健やかに生きる 「健やかに生きる」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

自然と技術 「自然と技術」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

個 

別 

科 

目 

人文・社会 

科   学 
人文・社会科学系科目 ○ ○ ○ ○     

 
 ４単位まで 

自 然 科 学 自然科学系科目 ○ ○ ○ ○      ６ ８単位まで 

生命・保健 

科   学 

健康・スポーツ科学 ○ ○ ○ ○       ２単位まで 

スポーツ実習（Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ） ○ ○         １単位まで 

情 報 科 学            卒業要件単位外

外 

 

 

国 

 

 

語 

 

 

科 

 

 

目 

英   語 

英語（環境理工３）  ○       ２
 

８単位まで 英語（ネイティブ） ○        ２

英語（オラコン），英語（作文・文 

法），英語（読解），英語（検定） 
  ○ ○     

 
４ 

基礎英語           卒業要件単位外

上級英語 ○ ○ ○ ○      

４ ８単位まで 

英語特別演習（１，２）     ○ ○ ○ ○  

ド イ ツ 語 
ドイツ語初級 ○ ○        

ドイツ語中級   ○ ○      

フランス語 
フランス語初級 ○ ○        

フランス語中級   ○ ○      

中 国 語 
中国語初級 ○ ○        

中国語中級   ○ ○      

韓 国 語 
韓国語初級 ○ ○        

韓国語中級   ○ ○      

ロ シ ア 語 
ロシア語初級          

ロシア語中級          

スペイン語 
スペイン語初級          

スペイン語中級          

イタリア語 
イタリア語初級          

イタリア語中級          

日 本 語 日本語(Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ) ○ ○ ○ ○     

  留学生用 上記
の外国語科目に
代えて履修する
ことができる 

教養教育科目  計  ３３

(注）科目区分「主題科目」の講義科目「学内自主演習」で修得した単位は，卒業要件として認められる単位に含まれ 
ないものとする。 

 
 
 
 
 
 



専門教育科目
卒業要件
単　　位

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

必修 選択 自由

共 環境理工学入門 2 2 専門基礎

通 技術者倫理 2 2 科目２２

キャリア形成論 2 2 単位

情報処理入門 2 2

物理入門 2 2

現代の化学 2 2

統計学Ⅰ 2 2

統計学Ⅱ 2 2

基礎からの力学 2 2

物質化学入門 2 2

環境と生物 2 2

気象と水象 2 2

環境と地理 2 2

地球と環境 2 2

水質学 2 2

エネルギーとエントロピー 2 2

環境と物質 2 2

環境と地盤 2 2

環境生物学 2 2

環境影響評価学 2 2

基礎地球科学 2 2

循環型社会システム 2 2

実践型水辺環境学及び演習Ⅰ 2 2

実践型水辺環境学及び演習Ⅱ 2 2

環境管理数学 2 2

環境管理工学演習 2 1

分野演習 2 1

土壌科学概論 2 2

植生管理学 2 2

基礎地形情報学 2 2

土壌の物質移動学 2 2

生産基盤管理学 2 2

流体力学入門 2 2

流域水文学 2 2

水資源利用学 2 2

水文環境管理学 2 2

構造力学Ⅰ 2 2

構造力学Ⅱ 2 2

土質力学 2 2

環境施設設計学 2 2

地域景観論 2 2

土地利用計画学 2 2

公共財管理論 2 2

地域開発論 2 2

農村計画論 2 2

農村整備学 2 2

基礎地形情報学実習 6 2

環境生物学実験 3 1

土壌物理実験 3 1

水利実験 3 1

土質・コンクリート実験 3 1

卒業論文 10

土壌圏管理学 2 2 ２単位 選

土壌物理学 2 2 以上 択

水理学 2 2 科

地域経済学 2 2 目

応用解析学A 2 2 16

環境気象学 2 2 ２単位 単

地盤防災工学 2 2 以上 位

環境経済学 2 2

環境情報処理 2 2

応用解析学B 2 2

水域環境管理学 2 2 ２単位

環境施設管理学 2 2 以上

コンクリート工学 2 2

環境管理工学実習 6 2

地形情報管理学 2 2 ２単位

森林環境論 2 2 以上

景観管理学 2 2

外国書講読 2 2

地形情報管理学実習 6 2

土地利用計画学演習 4 2

単　位
履修要件

区　分

専
門
基
礎
科
目

共通科目

４単位

基
礎
科
学
系
科
目

基礎科学系

科目８単位

環
境
科
学
系
科
目

環境科学系

科目１０単位

専
門
科
目

必修科目 専門科目
７４単位５８単位

配当年次及び
週授業時間数

科　目

授業科目



 
 
■環境物質工学科 

教養教育科目 

科 目 区 分 授 業 科 目 群 

開講セメスター 
学生に履修指導をする 
単位数及び履修要件 卒業

要件
単位

１
se

２
se

３
se

４
se

５
se

６ 
se 

７ 
se 

８ 
se 

必修
単位

選択 
必修 
単位 

履修要件 

ガイダンス科目 環境物質工学概論 ○        ２   ２

主 

題 

科 

目 

現代の課題 「現代の課題」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

８ 

すべての主題グ
ループからそれ
ぞれ１授業科目
２単位以上を履
修 

３３

人間と社会 「人間と社会」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

健やかに生きる 「健やかに生きる」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

自然と技術 「自然と技術」グループ科目 ○ ○ ○ ○      

個 

別 

科 

目 

人文・社会 

科   学 
人文・社会科学系科目 ○ ○ ○ ○     

 
 ６単位まで 

自 然 科 学 自然科学系科目 ○ ○ ○ ○      ７ ７単位まで 

生命・保健 

科   学 

健康・スポーツ科学 ○ ○ ○ ○       ２単位まで 

スポーツ実習（Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆ） ○ ○         １単位まで 

情 報 科 学            卒業要件単位外

外 

 

 

国 

 

 

語 

 

 

科 

 

 

目 

英   語 

英語（環境理工４）  ○       ２
 

８単位まで 英語（ネイティブ） ○        ２

英語（オラコン），英語（作文・文 

法），英語（読解），英語（検定） 
  ○ ○      ４ 

基礎英語           卒業要件単位外

上級英語 ○ ○ ○ ○      

４ ８単位まで 

英語特別演習（１，２）     ○ ○ ○ ○  

ド イ ツ 語 
ドイツ語初級 ○ ○        

ドイツ語中級   ○ ○      

フランス語 
フランス語初級 ○ ○        

フランス語中級   ○ ○      

中 国 語 
中国語初級 ○ ○        

中国語中級   ○ ○      

韓 国 語 
韓国語初級 ○ ○        

韓国語中級   ○ ○      

ロ シ ア 語 
ロシア語初級          

ロシア語中級          

スペイン語 
スペイン語初級          

スペイン語中級          

イタリア語 
イタリア語初級          

イタリア語中級          

日 本 語 日本語(Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ) ○ ○ ○ ○     

  留学生用 上記
の外国語科目に
代えて履修する
ことができる 

教養教育科目  計  ３５

(注）１ 科目区分「主題科目」の講義科目「学内自主演習」で修得した単位は，卒業要件として認められる単位に含まれ 
ないものとする。 

    ２ 「個別科目」の「自然科学」の中から，生物，物理，地学のいずれかを主たる内容とする科目（実験を除く）を 
必ず１科目以上修得すること。ただし，専門基礎科目「現代の物理学」「基礎からの力学」をもってこれに代える 
ことができる。 

      また，「教養物理学実験」は，専門科目「環境化学実験Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」の履修に必要なので必ず修得すること。 
 



専門教育科目

卒業要件

1年次 2年次 ３年次 ４年次 必修 選択 自由 単　　位

共 環境理工学入門 2 2

通 技術者倫理 2 2

キャリア形成論 2 2

プログラミング入門 2 2

基礎物理化学 2 2

物質数理科学 2 2

情報処理入門 2 2

工学基礎 2 2

統計学Ⅰ 2 2

統計学Ⅱ 2 2

現代の物理学 2 2

基礎からの力学 2 2

物質化学入門 2 2

循環型社会システム 2 2

環境影響評価学 2 2

環境と生物 2 2

気象と水象 2 2

地球と環境 2 2

水質学 2 2

エネルギーとエントロピー 2 2

環境と物質 2 2

環境生物学 2 2

基礎地球科学 2 2

実践型水辺環境学及び演習Ⅰ 2 2

実践型水辺環境学及び演習Ⅱ 2 2

物理化学Ａ 2 2

熱力学 2 2

物理化学Ｂ 2 2

物理化学Ｃ 2 2

化学結合論Ⅰ 2 2

化学結合論Ⅱ 2 2

無機化学 2 2

有機化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

高分子化学Ⅰ 2 2

化学工学Ａ 2 2

化学工学Ｂ 2 2

反応工学 2 2

外国書講読 2 2

環境分析化学実験 6 2

環境化学実験Ⅰ 3 1

環境化学実験Ⅱ 3 1

環境化学実験Ⅲ 3 1

卒業論文 10

応用解析学Ａ 2 2

応用解析学Ｂ 2 2 選

環境分析化学 2 2 択

機器分析 2 2 科

固体化学 2 2 目

セラミックス物性化学 2 2 28

無機材料化学 2 2 単

有機化学Ⅲ 2 2 位

環境有機化学 2 2

高分子化学Ⅱ 2 2

分離工学 2 2

環境触媒化学 2 2

化学プロセス工学 2 2

化学装置設計 2 2

環境政策論 2 2

労働環境工学 2 2

環境物質工学実習 1 1

環境物質工学各論Ⅰ 1 1

環境物質工学各論Ⅱ 1 1

配当年次及び
週授業時間数

専
門
基
礎
科
目

共通科目

科　目

授業科目

単　位

履修要件

区　分

専門基礎科目
２４単位

４～６単位

基
礎
科
学
系
科
目

基礎科学系必修科
目６単位と選択科目
８単位以上

環
境
科
学
系
科
目

環境科学系必修科
目４単位と選択科目
２単位以上

専
門
科
目

必修科目

専門科目
７１単位

４３単位

１科目選択必修

１科目選択必修

１科目選択必修

３科目選択必修

３科目選択必修



２ 環境理工学部成績評価基準 
 １．各授業科目の成績評価は，担当教員が環境理工学部及び学科の理念・目標に沿った上で，授業科目の特性に応じ

た到達目標を設定し，その到達目標に対する学生の到達度に基づき行う。到達目標と評価の方法はシラバスに明示

する。 
 ２．成績評価は，各科目の特性を踏まえて，授業の形態と内容に対応した適切で多面的な方法により行い，授業及び

授業時間外の自己学習を通して得られた学習効果も適切に反映されるように努める。そのことはシラバスに明示す

る。 
 ３．成績評価の評語 

【平成２０年度以降入学生】 
成績評価は，シラバスに明示した成績評価基準にしたがって行い，「Ａ＋」，「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」，「修了」，「認定」

及び「Ｆ」の評語をもって表す。 
「Ａ＋」（１００点～９０点），「Ａ」（８９点～８０点），「Ｂ」（７９点～７０点），「Ｃ」（６９点～６０点）を合

格，「Ｆ」（５９点以下）を不合格とする。ただし，必要と認める場合は「Ａ＋」，「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」の評語に代え

て「修了」又は「認定」とすることがある。 
また，履修登録をしたにもかかわらず，試験を受けていない等で成績評価の必須の資料を欠く場合については「Ｆ」

とする。 
【平成１９年度以前入学生】 
成績評価は，シラバスに明示した成績評価基準にしたがって行い，優，良，可，修了，認定及び不可の評語をも

って表す。 
優（１００点～８０点），良（７９点～７０点），可（６９点～６０点）を合格，不可（５９点以下）を不合格と

する。ただし，必要と認める場合は優，良，可，の評語に代えて修了又は認定とすることがある。 
また，履修登録をしたにもかかわらず，試験を受けていない等で成績評価の必須の資料を欠く場合については不

可とする。 
   なお，担当教員は，成績評価に関して予め学生によく周知させておくとともに，学生からの質問に対して適切に

対応しなければならない。 
 

３ 岡山大学環境理工学部における卒業論文の認定基準 

 １．卒業論文提出者は，社会に生かしうる専門性を身につけ，問題設定・解決に向けた研究および技術開発に取り組

むための基盤となる学識を有していること。 
 
 ２．卒業論文は，信頼性の十分なデータと誠実な考察に基づいて，明快かつ論理的に書かれていること。 
 
 ３．卒業論文は，十分な内容と価値ある成果を含んでいること。 
 
 ４．卒業論文の内容は，主体的な学習によって得られたものであること。 
 



〈ＧＰＡ制度について〉 

 
岡山大学では，平成20年度入学生よりＧＰＡ制度（ＧＰＡ：Grade  Point  Average）を導入しています。 

 
１．ＧＰＡ制度とは 

① 平成１９年度以前入学生の成績評価は，優・良・可・不可の４段階でしたが，平成２０年度以降入学生は，Ａ＋・

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆの５段階評価とします。 
 
 ＧＰＡ制度による成績評価 

成績（評点） 評語 ＧＰ  
 
 
 
 
 

 
 
 ② ＧＰＡ制度とは履修登録した科目毎の５段階評価を４から０までの点数（ＧＰ：Grade Point）に置き換えて単位

数を掛け，その総和を履修登録単位数の合計で割った平均点です。 
 
 
 
 

※  途中で履修放棄した科目について，所定の期間中に履修取消手続をしなかった場合は， 

「履修登録した授業科目の単位数の合計」に含まれますので，注意してください！！ 

 
 
 ③ 例えば，次の架空の成績をもとにＧＰＡを考えてみると以下のようになります（実際には，皆さんは一学期間にも

っと多くの科目を履修します）。 
科目名 単位数（ａ） 評点 評語 ＧＰ（ｂ） ａ×ｂ 

○○学概論 ２ ９５ Ａ＋ ４ ８ 

○○学要説 ２ ８５ Ａ ３ ６ 

□□学演習Ⅰ ２ ５５ Ｆ ０ ０ 

□□学演習Ⅱ ２ ７０ Ｂ ２ ４ 

△△基礎実験 １ ９０ Ａ＋ ４ ４ 

計 ９  ２２ 

上記の成績の学生の場合 
    履修登録した授業科目の単位数の和＝９ 
   （履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の和＝２２ 
   ＧＰＡ＝２２÷９＝２．４４ 

 
２．ＧＰＡの対象とならない科目 

・評点を示さず，認定または修了によって単位を取得できる科目 

・岡山大学以外で修得した科目を単位として認めたもの 

・各学部・研究科によって定められた期間に履修取り消しの手続きをした科目 

 
 

90－100 点 Ａ＋ ４ 

80―89 点 Ａ ３ 

70―79 点 Ｂ ２ 

60―69 点 Ｃ １ 

０―59 点 Ｆ ０ 

これまでの成績評価 

成績（評点） 評 語 

80－100 点 優 

70－79 点 良 

60－69 点 可 

０－59 点 不可 不合格 

不合格 

合 格 
合 格 

ＧＰＡ＝  
（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和 

履修登録した授業科目の単位数の合計 



４  試験について 

１）試験科目，日時及びその他必要事項は，掲示または授業担当教員によって指示されます。 

２）病気その他やむを得ない理由で受験できなかった場合は，授業担当教員の判断によって追試験を受けられるこ

とがあります。 

３）試験における不正行為等の取扱いについて 

     不正行為または不正行為と疑われる行為は断じて行わないこと。万が一，不正行為または不正行為と疑われる

行為を行った場合の取扱いは以下に示すとおりです。 

また，受験にあたっては，以下に示す「受験心得」の各事項に留意してください。そのほか授業担当教員（監

督者）の指示がある場合には，その指示に従ってください。 
 

試験における不正行為等の取扱い 

①不正行為が判明した場合，退学又は停学の懲戒処分とする。 

（ 退 学） 

      一 代理（替玉）受験をしたり，させた場合 

      二 その他特に悪質な不正行為をした場合 

（停 学） 

      一 許可されていないノート及び参考書等を参照した場合 

      二 答案を交換した場合 

      三 その他不正行為を行った場合 

②不正行為が判明した場合，当該学生の所属する学部長は，当該学生に対し直ちに謹慎を命ずる｡ 

③不正行為が行われた試験及びその期における以後の試験は，当該学生に対し無効とする。 

④共謀の不正行為にあっては，依頼者及び被依頼者とも原則として同一の処分とする｡ 

⑤停学期間は，３月を超えるものとし，始期は不正行為のあった日の翌日とする｡ 

⑥不正行為を行おうとした場合及び試験場において監督者の注意又は指示に従わない者には，退場を命じ，

その試験を無効とする｡ 

 

 
受 験 心 得 

受験（中間試験等を含む）にあたっては，次の各事項に留意してください。 
① 受験する学生は特別の指示がない限り，試験時間開始時刻の５分前までに所定の教室に入室を完了する

こと。 
② 監督者が指定した座席において受験すること。 
③ 受験中は必ず学生証を机上に置くこと。 
ただし，学生証を紛失又は忘れた場合は，監督者に申し出て，その指示に従うこと。 

④ 受験中，机上に置くことができるのは，学生証，筆記用具及びその他特に許可されたものに限る。それ

以外の携行品はカバン等に入れて，座席の下に置くこと。携帯電話・ＰＨＳ等は，必ず電源を切って入

れること。 
⑤ 解答用紙には，所属学部名，入学年，番号及び氏名等の必要事項を必ず万年筆又はボールペンで記入す

ること。 
⑥ 試験開始後２０分を経過するまでは退室できない。 
⑦ 試験開始後２０分を経過した場合は入室できない。 
⑧ 答案用紙には，特に指定がない場合，教卓上に提出するか，又は監督者に直接手渡すこと。 
自己の机上に置いて退出すると無効になる。 

⑨ 受験にあたっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。 
なお，監督者の指示に従わない者，及び不正行為があると認められた者に対しては，学則第５８条によ

り厳重な懲戒処分を行う。 

 



５ 履修上の注意 

  授業科目は，教養教育科目と専門教育科目に分かれており，各学科の授業科目，単位数及び履修方法等は，「 岡山

大学環境理工学部履修細則」のとおりです。教養教育科目履修の手引き・授業時間表，環境理工学部時間割表，学生便

覧及びシラバス等に基づき履修計画を立て，前期及び後期それぞれの学期ごとに定められた期間内に，履修手続を行っ

てください。 

 

６ 授業科目の履修登録について 

履修登録は，大学内に設置されているパソコンから，学務システムのＷｅｂページ（インターネット）により行いま

す。入学時に配布された学務システムの利用に必要なパスワード等は，忘れたり紛失したりしないように注意してくだ

さい。 

学務システムＵＲＬ ： http://kymx.adm.okayama-u.ac.jp/hp/index.html 

「岡山大学ＨＰ」→「在学生・教職員の皆様へ」→「在学生のためのキャンパスライフ」 

  →「学務システム（履修・成績など）」 

 

【履修手続の流れ】 

 

                      履修手続期間： 
時間割表，学生便覧，シラバス等で，履修

計画を立てる。 
前期（４月中旬～下旬），後期（１０月上旬～中旬） 

                   （履修手続の日程は掲示により通知します。） 

                   <注意> 

大学内のパソコンで，学務システムのＷｅｂ

ページから各自履修登録をする。 
履修登録をした当日には，履修のエラー（間違い）の表示は画面に

表示されません。翌日以降に必ずもう一度画面を見て履修エラーの有

無を確認してください。履修エラーがあった場合は，必ず履修手続期

間内に自修正を行ってください。 

 

履修の確認・修正 

確認及び修正も，学務情報システムのＷｅ

ｂページから行います。 

確認をしなかったことによる履修漏れ，履修の間違い等があっても，

原則として履修科目の追加・変更はできません。 

 

 

 

修正なし 履修の間違い

や，科目の追加

がある。 

 

 

 
手続完了  

 

 

７ 教養教育科目の履修登録上限制について 

  環境理工学部では，教養教育科目における履修登録上限制を実施しています。教養教育科目の履修登録単位数が前

期・後期を合算して２６単位以下になるように履修計画を立ててください。（この２６単位には，取得できなかった単

位数も含むことに注意してください。） 

 

８ 他学部の授業科目の履修について 

１）教職に関する科目 

教育職員免許状取得のための教育学部の授業科目（教職に関する科目）を履修する場合は，教育学部の講義番号で

登録してください。 

２）他学部開設の授業科目 

   他学部開設の授業科目の履修を希望する場合は，授業担当教員及び所属学科の承認を得て履修登録を行ってくださ

い。授業科目によっては卒業要件として認められないものがあるので注意が必要です。 



９ 平成１９年度以前入学者の履修について 

カリキュラムの変更等のため，一部科目が平成１９年度以前入学者の入学時の授業科目名と異なる授業科目名

で開講されている場合があります。履修にあたっては所属学科等の指導に従い，授業科目の読み替えに留意して

本年度の履修計画を立ててください。 

卒業要件単位数及び卒業論文履修資格単位数については，入学年度の学生便覧を参照してください。 

 
［１］平成２２年度開講授業科目の履修について 
■教養教育科目 
教養教育科目の科目区分が平成１４年度，平成１８年度，平成１９年度及び平成２０年度に変更されているの

で，入学年度に対応する「教養教育科目履修の手引き」を参考に履修してください。 
 
■専門科目 
１．平成１８年度以前入学生が「キャリア形成論」を履修した場合の取り扱いは次のとおりです。 
 

学科 取扱い 

環境数理学科 専門科目・自由科目 

環境デザイン工学科 専門基礎科目・学部共通科目・選択科目 

環境管理工学科 専門基礎科目・学部共通科目・選択科目 

環境物質工学科 平成１６～１８年度入学生 
 専門基礎科目・学部共通科目・選択科目 

 
 
２．下記科目は平成２２年度「専門科目」で開講されますが，平成１９年度以前入学生が履修した場合は「専門

基礎科目」となります。 
 

学科 
平成１９年度以前入学者 平成 22 年度開講科目 

 授業科目  講義番号 授業科目 

環境数理学科 

専
門
基
礎
科
目

基
礎
科
学
系
科
目

微分積分Ⅰ 

専
門
科
目 

106022 微分積分Ⅰ 

微分積分Ⅰ演習 106024 微分積分Ⅰ演習 

微分積分Ⅱ 106023 微分積分Ⅱ 

微分積分Ⅱ演習 106025 微分積分Ⅱ演習 

 
３．その他 

平成２１年度以前入学生は，各学科読替授業科目等 を参考に履修してください。 
平成２２年度授業科目開講期一覧は，ｐ５３～５６です。 
 



10 外部検定試験による単位認定について 

    外部検定試験（ＴＯＥＩＣ，英検ほか）の級又は得点によっては，教養教育科目の外国語科目の単位認定を受けることができま

す。対象となる検定試験及び基準は次のとおりです。 

外部検定試験における単位認定基準（平成２０年度以降入学者用） 

 ※平成１９年度以前入学者については，入学年度の学生便覧で認定基準を確認してください。 

科  目 認定の対象とする外部検定試験等 合 格 基 準 認定する授業科目・単位数 

英 語 

【英語関係Ⅰ】 
Test of English for International Communication 

（TOEIC・IPを含む） 

 
４７０～５８５点
（ＯＴ３） 
５９０～７２５点
（ＯＴ２） 

別表の③から⑥の中より選択 ２単位 
 
別表の③から⑥の中より選択 ４単位

実用英語技能検定       （英 検） 
 
国際連合公用語・英語検定試験（国連英検） 
 
Test of English as a Foreign Language  

（TOEFL・PBT，ITPを含む） 

Test of English as a Foreign Language   
（TOEFL・CBT） 

Test of English as a Foreign Language 
（TOEFL・iBT） 

準 １ 級
 

Ｂ 級
 

５ ０ ０ 点 以 上
 

１ ７ ３ 点 以 上
 

６ １ 点 以 上

 
 
 
 
 
別表の①から⑥の中より選択 ４単位

【英語関係Ⅱ】 
Test of English for International Communication 

（TOEIC・IPを含む） 

 
７３０点以上
（ＯＴ１） 

 
英語（ネイティブ）     ２単位 

及び 
別表の③から⑥の中より選択 ４単位 

実用英語技能検定       （英 検） 
 
国際連合公用語・英語検定試験（国連英検） 
 
Test of English as a Foreign Language  

（TOEFL・PBT，ITPを含む） 

Test of English as a Foreign Language   
（TOEFL・CBT） 

Test of English as a Foreign Language 
（TOEFL・iBT） 

１ 級
 

Ａ 級
 

５ ５ ０ 点 以 上
 

２ １ ３ 点 以 上
 

７ ９ 点 以 上

 
 
 
 
 
別表の①から⑥の中より選択 ８単位 

ド イ ツ 語 ドイツ語技能検定試験           （独検） 

５ 級
ドイツ語初級Ⅰ（文法）又は 
ドイツ語初級Ⅰ（読本）    ２単位 

４ 級

ドイツ語初級Ⅰ（文法） 
ドイツ語初級Ⅰ（読本） 
ドイツ語初級Ⅱ（文法）   
ドイツ語初級Ⅱ（読本） 

 
４単位 

ドイツ語初級Ⅰ（総合）      

３ 級 以 上

ドイツ語初級Ⅰ（文法） 
ドイツ語初級Ⅰ（読本） 
ドイツ語初級Ⅱ（文法） 
ドイツ語初級Ⅱ（読本）   ８単位 
ドイツ語初級Ⅰ（総合） 
ドイツ語初級Ⅱ（総合） 
ドイツ語中級 



 

科  目 認定の対象とする外部検定試験等 合 格 基 準 認定する授業科目・単位数 

フランス語 実用フランス語技能検定試験      （仏検） 

５ 級
フランス語初級Ⅰ（文法）又は 
フランス語初級Ⅰ（読本）    ２単位 

４ 級

フランス語初級Ⅰ（文法） 
フランス語初級Ⅰ（読本） 
フランス語初級Ⅱ（文法） 
フランス語初級Ⅱ（読本） 

 
 
４単位 

フランス語初級Ⅰ（総合）      

３ 級 以 上

フランス語初級Ⅰ（文法） 
フランス語初級Ⅰ（読本） 
フランス語初級Ⅱ（文法） 
フランス語初級Ⅱ（読本）   ８単位 
フランス語初級Ⅰ（総合） 
フランス語初級Ⅱ（総合） 
フランス語中級 

中 国 語 漢語水平考試          （ＨＳＫ） 

基礎１級 中国語初級Ⅰ（文法）又は 
中国語初級Ⅰ（読本） ２単位 

基礎２級 

中国語初級Ⅰ（文法） 
中国語初級Ⅰ（読本） 
中国語初級Ⅱ（文法） 
中国語初級Ⅱ（読本） 

４単位 

基礎３級及び
初中等１級以上

中国語初級Ⅰ（文法） 
中国語初級Ⅰ（読本） 
中国語初級Ⅱ（文法）  
中国語初級Ⅱ（読本） 
中国語中級 

８単位 

韓 国 語 韓国語能力試験 

１ 級

韓国語初級Ⅰ（文法） 
韓国語初級Ⅰ（読本） 
韓国語初級Ⅱ（文法） 
韓国語初級Ⅱ（読本） 

４単位 

韓国語初級Ⅰ（総合）        

２ 級 以 上

韓国語初級Ⅰ（文法） 
韓国語初級Ⅰ（読本） 
韓国語初級Ⅱ（文法） 
韓国語初級Ⅱ（読本）     ８単位 
韓国語初級Ⅰ（総合） 
韓国語初級Ⅱ（総合） 
韓国語中級 

イタリア語 実用イタリア語検定 

５ 級
イタリア語初級Ⅰ（文法）又は 
イタリア語初級Ⅰ（読本）     ２単位 

４ 級

イタリア語初級Ⅰ（文法） 
イタリア語初級Ⅰ（読本） 
イタリア語初級Ⅱ（文法） 
イタリア語初級Ⅱ（読本） 

４単位 

３ 級 以 上

イタリア語初級Ⅰ（文法） 
イタリア語初級Ⅰ（読本） 
イタリア語初級Ⅱ（文法）    ８単位 
イタリア語初級Ⅱ（読本） 
イタリア語中級 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

科  目 認定の対象とする外部検定試験等 合 格 基 準 認定する授業科目・単位数 

スペイン語 スペイン語技能検定              

６ 級
スペイン語初級Ⅰ（文法）又は 
スペイン語初級Ⅰ（読本）    ２単位 

５ 級

スペイン語初級Ⅰ（文法） 
スペイン語初級Ⅰ（読本） 
スペイン語初級Ⅱ（文法） 
スペイン語初級Ⅱ（読本） 

４単位 

４ 級 以 上

スペイン語初級Ⅰ（文法） 
スペイン語初級Ⅰ（読本） 
スペイン語初級Ⅱ（文法）   ８単位 
スペイン語初級Ⅱ（読本） 
スペイン語中級 

 
 備考 １ 成績の取り扱いは「認定」とします。 
    ２ 外部検定試験等による単位認定は，一外国語につき８単位を限度とします。 
    ３ 英語に関しては，【英語関係Ⅰ】と【英語関係Ⅱ】は重複して単位認定の対象とします。 

４ ドイツ語，フランス語，中国語，韓国語，イタリア語及びスペイン語に関しては，一つの授業科目について
外部検定試験等による単位認定は１回限りとします。 

 
別 表 

項 番 授 業 科 目 名 

① 英語（環境理工１・２・３・４） 

② 英語（ネイティブ） 

③ 英語（オラコン） 

④ 英語（作文・文法） 

⑤ 英語（読解） 

⑥ 英語（検定） 

 
 
単位認定の申請について 

 年に２回（９月認定，３月認定）申請を受け付けますので，単位認定願等の必要書類を提出してください。 
提出期間等詳細はその都度掲示します。 

 



計算機アーキテクチャⅠ 計算機アーキテクチャⅠ 106215 計算機アーキテクチャⅠ

■専門科目
環境数理学科
平成１５～１８年度入学者 平成１９年度入学者 平成22年度開講科目

備　考
授業科目 授業科目 講義番号 授業科目

106022 微分積分Ⅰ

（専門基礎科目） （専門基礎科目）
106024 微分積分Ⅰ演習

106023 微分積分Ⅱ

106025 微分積分Ⅱ演習

計算機リテラシ入門 計算機リテラシ入門 106015 計算機リテラシ入門

離散数学入門 離散数学入門 106016 離散数学入門

微分方程式論 応用解析学Ａ 106001 応用解析学Ａ

ベクトル解析 ベクトル解析 106018 ベクトル解析

情報統計学 情報統計学 106019 情報統計学

数理統計学Ⅰ 数理統計学Ⅰ 106006 数理統計学Ⅰ

プログラミング言語 プログラミング言語 106021 プログラミング言語

卒業論文 卒業論文 106014 卒業論文

情報課題研究 情報課題研究 106020 情報課題研究

計算機操作入門 計算機操作入門 106120 計算機操作入門

計算機理論入門 計算機理論入門 106121 計算機理論入門

線形代数Ⅲ 線形代数Ⅲ 106122 線形代数Ⅲ

グラフとアルゴリズム グラフとアルゴリズム 106123 グラフとアルゴリズム

プログラミング言語演習 プログラミング言語演習 106143 プログラミング言語演習

計算解析Ⅰ 計算解析 106141 計算解析

計算解析Ⅱ 数値シミュレーションⅠ 106146 数値シミュレーションⅠ

代数学Ⅰ 代数学Ⅰ 106101 代数学Ⅰ

代数学Ⅱ 代数学Ⅱ 106104 代数学Ⅱ

幾何学基礎幾何学基礎 幾何学基礎幾何学基礎 106126106126 幾何学基礎幾何学基礎

幾何学要論 幾何学要論 106127 幾何学要論

複素関数論 応用解析学Ｂ 106002 応用解析学Ｂ

フーリエ解析 フーリエ解析と偏微分方程式 106153 フーリエ解析と偏微分方程式

偏微分方程式論 偏微分方程式とその応用 106144 偏微分方程式とその応用

確率論 確率論 106131 確率論

応用数理Ⅰ 応用数理Ⅰ 106217 応用数理Ⅰ 集中講義

応用数理Ⅱ 応用数理Ⅱ 応用数理Ⅱ 非開講

応用数理特論Ⅰ 　－ 非開講

応用数理特論Ⅱ 　－ 非開講

実験数理 実験数理 106132 実験数理

実験情報数理 実験情報数理 実験情報数理 非開講

環境アナリシスⅠ 環境アナリシス 106148 環境アナリシス

環境アナリシスⅡ 環境数理モデルB 環境数理モデルB 非開講

環境情報モデル学Ⅰ 数値シミュレーションⅡ 106147 数値シミュレーションⅡ

環境情報モデル学Ⅱ 環境情報モデル学 106149 環境情報モデル学

環境数理解析 力学系とモデリング 106145 力学系とモデリング

数理生物学特論 環境数理生物学 106150 環境数理生物学

環境数理モデル 環境数理モデルＡ 106151 環境数理モデルＡ 集中講義

数理統計学Ⅱ 数理統計学Ⅱ 数理統計学Ⅱ 非開講

環境統計科学Ⅰ 環境統計科学Ⅰ 環境統計科学Ⅰ 非開講

環境統計科学Ⅱ 環境統計科学Ⅱ 106211 環境統計科学Ⅱ

計算統計学Ⅰ 計算統計学Ⅰ 106138 計算統計学Ⅰ

計算統計学Ⅱ 計算統計学Ⅱ 106139 計算統計学Ⅱ

計量アナリシスⅠ 計量アナリシスⅠ 106118 計量アナリシスⅠ

計量アナリシスⅡ 計量アナリシスⅡ 計量アナリシスⅡ 非開講

環境統計モデル 環境統計モデル 106218 環境統計モデル 集中講義

外国書講読 環境数理学演習 106142 環境数理学演習

情報と職業 情報と職業 106213 情報と職業 集中講義

情報数理インターンシップ 情報数理インターンシップ 106214 情報数理インターンシップ 集中講義

情報化社会と技術 情報化社会と技術 106216 情報化社会と技術 集中講義



区分 平成16年度入学者 平成17年度入学者 平成18年度入学者 平成19年度入学者 平成20年度入学者 平成21年以降入学者

 自然と科学

自然と科学修得者は専門
基礎･環境科学･選択

 実践型水辺環境学及び演習Ⅰ

 実践型水辺環境学及び演習Ⅱ

 構造材料学

 材料試験法及び実験

振動学

 コンクリート構造設計学及び演習
 コンクリート構造設計学Ⅰ及びⅡ
を同時に履修すること

コンクリート構造設計学Ⅰ

コンクリート構造設計学Ⅱ

  構造材料学及び実験　
 構造材料学

 材料試験法及び実験

 循環型社会システム

 卒業要件外
実践型水辺環境学
及び演習

 プログラミング言語（環境数理学科） （H20以降非開講）

（専門の選択科目）A群  解析学

 変形体力学Ⅱ及び演習
　「変形体力学Ⅱ」及び「振動学」を同時に履修す
ること

変形体力学Ⅱ 

　環境デザイン工学科　授業科目読み替え表

専
門
基
礎
科
目

 循環型社会システム

 技術者倫理

 卒業要件外  キャリア形成論

 情報処理（Ｃ言語）*1
 情報処理及び演習
*1「情報処理（Ｃ言語）」のみ取得の場合
は，講義番号105046で登録
*2「情報処理（Fortran言語）」のみ取得
の場合は，講義番号105045で登録

 情報処理（Fortran言語）*2

（専門の選択科目）

 水理学 *3

 水理学演習 *4

 選択科目Ｄ群
 選択科目

 公衆衛生学(薬)

 景観論及び演習  景観論Ⅱ及び演習

※平成22年度は，太字の授業科目が開講されます。

（注）入学年度により卒業要件の科目区分が異なります。入学年度の学生便覧で確認してください。

 地域経済学（経済）H21年度まで開講  廃止

 文明と環境形成の歴史  景観論Ⅰ

 地形・地理情報解析
廃止（平成19年度以前の入学者で履修希望
者には，集中講義等で対応します。）

 水質計測法及び実験  水・環境質計測法及び実験

 流域水文学（環境管理工学科）  流域環境学

 衛生薬学Ⅱ（薬）

 都市経済学（経済）H21年度まで開講  廃止

 地盤環境防災工学  地盤環境工学

 環境水理  環境水理学

 水理学及び演習

 水理学及び演習
*3「水理学」のみ取得の場合は，専用の講
義番号107003で登録
*4「水理学演習」のみ取得の場合は，専用
の講義番号107170で登録

 耐震防災工学  耐震防災工学

 環境振動論 （H20以降非開講）

 地下空間工学  地盤工学
専
門
科
目



授 業 科 目 要件 講義番号 授 業 科 目 要件

基礎地形情報学 必修 108014 基礎地形情報学 必修

基礎地形情報学実習 必修 108015 基礎地形情報学実習 必修

土壌科学概論 必修 108003 土壌科学概論 必修

植生管理学 必修 108004 植生管理学 必修

土壌物理学 選択 108005 土壌物理学 選択

流体力学入門 必修 108006 流体力学入門 必修

流域水文学 必修 108007 流域水文学 必修

構造力学Ⅰ 必修 108008 構造力学Ⅰ 必修

土質力学 必修 108009 土質力学 必修

環境経済学 選択 108010 環境経済学 選択

土地利用計画学 必修 108011 土地利用計画学 必修

地域景観論 必修 108012 地域景観論 必修

環境生物学実験 必修 108114 環境生物学実験 必修

土壌物理実験 必修 108115 土壌物理実験 必修

水利実験 必修 108116 水利実験 必修

土質・コンクリート実験 必修 108117 土質・コンクリート実験 必修

卒業論文 必修 108013 卒業論文 必修

講座演習 必修 108018 環境管理工学演習 必修

分野演習 必修 108017 分野演習 必修

水域環境管理学 選択 108104 水域環境管理学 選択

土壌圏管理学 選択 10810 土壌圏管理学 選択

環境管理工学科
■専門科目

平成１６・１７年度入学者 平成１８年度以降入学者
備　考

土壌圏管理学 選択 108105 土壌圏管理学 選択

生産基盤管理学 必修 108106 生産基盤管理学 必修

水資源利用学 必修 108107 水資源利用学 必修

水文環境管理学 必修 108108 水文環境管理学 必修

環境施設設計学 必修 108109 環境施設設計学 必修

環境施設管理学 選択 108110 環境施設管理学 選択

公共財管理論 必修 108111 公共財管理論 必修

地域経済学 選択 108112 地域経済学 選択

景観管理学 選択 108113 景観管理学 選択

地形情報管理学 選択 108118 地形情報管理学 選択

環境情報処理 選択 108201 環境情報処理 選択

地形情報管理学実習 選択 108218 地形情報管理学実習 選択

外国書講読 選択 108212 外国書講読 選択

土壌の物質移動学 必修 108204 土壌の物質移動学 必修

水理学 選択 108206 水理学 選択

環境気象学 選択 108207 環境気象学 選択

構造力学Ⅱ 必修 108208 構造力学Ⅱ 必修

地盤防災工学 選択 108209 地盤防災工学 選択

地域開発論 必修 108210 地域開発論 必修

土地利用計画学演習 選択 108211 土地利用計画学演習 選択

環境管理工学実習 選択 108213 環境管理工学実習 選択

森林環境論 選択 108214 森林環境論 選択

農村整備学 必修 108215 農村整備学 必修

コンクリート工学 選択 108217 コンクリート工学 選択

環境管理数学 必修 108219 環境管理数学 必修

応用解析学Ａ 選択 106001 応用解析学Ａ 選択

応用解析学Ｂ 選択 106002 応用解析学Ｂ 選択

農村計画論 必修 108016 農村計画論 必修



前 後 前 後 前 後 前 後
共

通 技術者倫理 環境理工学入門 キャリア形成論
線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ 
統計学Ⅰ  線形代数Ⅱ演習
基礎からの力学 統計学Ⅱ  
統計学Ⅰ  現代の物理学 
現代の化学 統計学Ⅱ  

現代の物理学 
環境と生物 気象と水象 循環型社会システム 環境生物学
地球と環境 水質学 環境と地理2

環境と物質 エネルギーとエントロピー
実践型水辺環境学及び演習Ⅰ 環境と地盤

環境影響評価学
基礎地球科学
実践型水辺環境学及び演習Ⅱ2

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ 離散数学入門  数理統計学Ⅰ  環境数理学演習 卒業論文       卒業論文       
微分積分Ⅰ演習 微分積分Ⅱ演習 応用解析学Ａ  計算解析 情報課題研究        情報課題研究        
計算機リテラシ入門  ベクトル解析  グラフとアルゴリズム

情報統計学    
プログラミング言語
プログラミング言語演習

計算機操作入門
計算機理論入門

線形代数Ⅲ 代数学Ⅰ 代数学Ⅱ
幾何学基礎 幾何学要論
応用解析学Ｂ フーリエ解析と偏微分方程式

確率論
力学系とモデリング
実験数理 数値シミュレーションⅡ
数値シミュレーションⅠ 計算統計学Ⅰ

計算統計学Ⅱ
数理統計学Ⅱ
計量アナリシスⅠ
環境アナリシス 環境情報モデル学

環境数理生物学
偏微分方程式とその応用

環境統計科学Ⅱ

環境数理モデルＡ 応用数理Ⅰ
環境統計モデル

土壌科学概論 情報数理インターンシップ 計算機アーキテクチャⅠ（工学部開講）2 情報と職業 環境政策論
植生管理学 景観論Ⅰ 廃棄物マネジメント 情報化社会と技術(工学部開講)

数値解析学 森林環境論
農村整備学
労働環境工学

必修科目 ※隔年開講科目がありますので，読替表等で確認してください。

環
境
科
学
系
科
目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

環境数理学科　　平成２２年度授業科目開講期一覧

基
礎
科
学
系
科
目

専
門
科
目

科　目

区　分

開講期

専
門
基
礎
科
目



前 後 前 後 前 後 前 後

共
通

技術者倫理 環境理工学入門 キャリア形成論

情報処理入門 現代の物理学

基礎からの力学

線形代数Ⅰ

統計学Ⅰ

現代の化学

線形代数Ⅱ

統計学Ⅱ

水質学

基礎地球科学 環境生物学

地球と環境 環境と地盤 循環型社会システム 実践型水辺環境学及び演習Ⅱ

気象と水象 実践型水辺環境学及び演習Ⅰ 環境影響評価学

エネルギーとエントロピー 環境と物質 環境と物質

変形体力学Ⅰ及び演習 測量学 廃棄物マネジメント 土質力学演習 外国書講読 卒業論文 卒業論文

基
礎
科
学
系
科
目

専
門
基
礎
科
目 環

境
科
学
系
科
目

環境デザイン工学科　　平成２２年度授業科目開講期一覧

科　目

区　分

開講期

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

変形体力学Ⅰ及び演習 測量学 廃棄物マネジメント 土質力学演習 外国書講読 卒業論文 卒業論文

測量学実習 大気環境学
情報処理及び演習 都市・地域計画学
構造材料学 景観論Ⅰ
土質力学Ⅰ
水理学及び演習

解析学 応用解析学Ａ 応用解析学Ｂ 数値解析学
変形体力学Ⅱ 振動学 耐震防災工学 コンクリート構造設計学Ⅱ

コンクリート構造設計学Ⅰ

鋼構造設計学
土質力学Ⅱ 地盤工学
地下水環境工学 地盤環境工学
水理設計学及び演習 環境水理学 沿岸環境学
流域環境学 河川環境学

水環境解析 上下水道学
衛生薬学Ⅱ（薬学部開講） 生態毒性学

計画数理 交通計画学 景観論Ⅱ及び演習

環境計画学
計画学演習

土質試験法及び実験 水理計測法及び実験
材料試験法及び実験 水・環境質計測法及び実験

必修科目 文字白抜き 選択必修科目

専
門
科
目

環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ



前 後 前 後 前 後 前 後

共 技術者倫理 環境理工学入門 キャリア形成論

物理入門 情報処理入門 統計学Ⅱ

現代の化学

統計学Ⅰ

基礎からの力学

物質化学入門

環境と生物 気象と水象 水質学 環境と地盤

地球と環境 環境と地理 環境と物質 環境生物学
エネルギーとエントロピー 循環型社会システム 環境影響評価学

基礎地球科学 実践型水辺環境学及び演習Ⅰ 実践型水辺環境学及び演習Ⅱ

環境管理数学 土壌科学概論 基礎地形情報学 土壌の物質移動学 環境管理工学演習 分野演習 卒業論文 卒業論文

植生管理学 構造力学Ⅱ 流域水文学 生産基盤管理学 水文環境管理学

流体力学入門 土質力学 土地利用計画学 水資源利用学 環境施設設計学

構造力学Ⅰ 地域景観論 農村計画論 公共財管理論 土壌物理実験

基礎地形情報学実習 地域開発論

農村整備学

環境生物学実験

水利実験

土質・コンクリート実験

地域経済学 土壌圏管理学

土壌物理学

水理学

応用解析学A

環境気象学

地盤防災工学

環境経済学

環境情報処理

応用解析学B

水域環境管理学

環境施設管理学

コンクリート工学

環境管理工学実習

地形情報管理学

森林環境論

景観管理学

外国書講読

地形情報管理学実習

土地利用計画学演習

必修科目

専
門
科
目

環

境

科

学

系

科

目

専
門
基
礎
科
目

基
礎
科
学
系
科
目

環境管理工学科　　平成２２年度授業科目開講期一覧

科　目

区　分
開講期

１年次 ２年次 ３年次 ４年次



前 後 前 後 前 後 前 後

共 技術者倫理 環境理工学入門 キャリア形成論

基礎物理化学 プログラミング入門 物質数理科学 現代の物理学

情報処理入門 統計学Ⅱ

工学基礎

統計学Ⅰ

基礎からの力学

物質化学入門
環

境

科

学

系 地球と環境 気象と水象 循環型社会システム 環境影響評価学
エネルギーとエントロピー 環境と生物 環境生物学

基礎地球科学 水質学 実践型水辺環境学及び演習Ⅱ

環境と物質
実践型水辺環境学及び演習Ⅰ

有機化学Ⅰ 物理化学Ａ 熱力学 物理化学Ｂ 高分子化学Ⅰ 反応工学 卒業論文 卒業論文

化学結合論Ⅰ 化学結合論Ⅱ 物理化学Ｃ 外国書講読 環境科学実験Ⅰ

有機化学Ⅱ 化学工学Ａ 無機化学 環境科学実験Ⅱ

環境分析化学実験 化学工学Ｂ 環境科学実験Ⅲ

応用解析学Ａ 応用解析学Ｂ 機器分析

環境分析化学

固体化学 セラミックス物性化学

無機材料化学

有機化学Ⅲ 環境有機化学 高分子化学Ⅱ

分離工学 化学プロセス工学 化学装置設計

環境触媒化学

環境政策論 環境物質工学各論Ⅰ

環境物質工学実習 環境物質工学各論Ⅱ

必修科目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

環境物質工学科　　平成２２年度授業科目開講期一覧

専
門
科
目

基
礎
科
学
系
科
目

基
礎
科
学
系
科
目

専
門
基
礎
科
目

科　目 平成２２年度開講科目一覧（開講期別）

区　分区　分
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